
年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

作成日：

更新日：

有限会社　鈴木紙工

2022 環境経営レポート
　（対象期間：2022年　1月～2022年12月）

2023年1月13日
2023年1月13日

写真、絵、自社製品、ロゴマークな
ど自組織の特徴をアッピールする
とよい
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１．

２． 当事業所の活動、サービスに係る環境関連法令、その他の要求事項を順守します。

３． 廃棄物の削減(ｺﾋﾟｰ用紙のﾘｻｲｸﾙ率の向上）に努めます。

４． 水使用量の削減（節水）に努めます。

５． ＣＯ2の削減に努めます。

６． 物品購入の際は、グリーン購入に努めます。

７． 製品を設計する際に、原材料のロスを最小限に抑えるように努めます。

８． この環境方針を全従業員に周知する。

制定日：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長

当事業所の活動、サービスに係る環境影響を常に認識し、環境汚染の予防を推進すると共
に、環境経営の継続的改善を図ります。

環 境 経 営 方 針
＜環境理念＞

当社は、地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであることを認識し、全組織を挙
げて環境負荷の低減に努力し、更なる業務改善を進める中で社会的責任を果たしていきま
す。当社は段ボールケース、包装用資材および農業用資材の提供を通しての環境影響を低
減し、更なる業務改善を推進するため次の方針を掲げます。

鈴木　茂実

2008年9月15日

発行 ２００
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□組織の概要
（１） 名称及び代表者名

有限会社　鈴木紙工
代表取締役社長　鈴木　茂実

（２） 所在地
本　　　社 千葉県船橋市金杉1丁目8番3号
第2工場 千葉県船橋市金杉3丁目19番6号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者 工場長 菅野　勝彦 TEL：047-438-3853

担当者 代表取締役　鈴木茂実　　 FAX：047-438-2354
（４） 事業内容

段ボール箱の製造及び販売、包装資材販売、農業資材販売
主要製品：ダンボールケース、緩衝材、パック、梱包テープ等

（５） 事業の規模

主要製品生産量 3668t
本社 第２工場

21名 4名
1019㎡ 825㎡

（６） 事業年度 1月～12月

□認証・登録の対象組織・活動
認証・登録番号：0003466
認証・登録年月日：2009年3月31日
認証登録事業者名：有限会社鈴木紙工
所在地：千葉県船橋市金杉1-8-3
事業活動内容：段ボールの製造販売，包装資材販売，農業資材販売

組織図：

従業員　　　　　
延べ床面積　　　

環境管理
責任者

配送部

代表者

環境事務局

事務部門 製造部 営業部

ＥＡ２１
推進委員会
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□主な環境負荷の実績
単位 2019年 2020年 2021年

kg-CO2 133,226 132,637 135,006

ｔ 143 142 153
ｔ 1.45 1.15 1.19
ｔ 141 141 152
㎥ 283 392 298

□環境経営目標及びその実績

（基準年度) （目標） （実績）
kg-CO2 69,451 68,756 67,104
Kwh 146,212 144,750 141,272

基準年比 （2019年) 99% 98%
kg-CO2 63,775 63,138 65,415
L 25,143 24,891 25,831

基準年比 (2019年） 99% 103%
kg-CO2 133,226 131,894 132,519

ｔ 1.45 1.44 1.48

基準年比 (2019年） 99% 103%

ｔ 142.00 141 188

基準年比 (2019年） 99% 133%
㎥ 283 280 346

基準年比 (2019年） 99% 124%
チェックリ
ストによる
購入推進

チェックリ
ストによる
購入推進

原材料の
ﾛｽを最小
限に抑え
る

原材料のﾛ
ｽを最小限
に抑える

□中期環境経営目標

基準原単位
（2022年）

2023年目標
（基準値比－
0.2％）

2024年目標
（基準値比－
0.4％）

2025年目標
（基準値比－0.6％）

2026年目標
（基準値比－
0.8％）

2027年目標
（基準値比－1％）

118.89 118.65 118.41 118.18 117.94 117.70

115.91 115.68 115.45 115.21 114.98 114.75

2.630 2.625 2.619 2.614 2.609 2.604

3.330 3.323 3.317 3.310 3.303 3.297

0.610 0.609 0.608 0.606 0.605 0.604

5年後までに原単位を1％削減する

電力の二酸化炭素排出量削減

自動車燃料の二酸化炭素排出削
減

一般廃棄物の削減

産業廃棄物削減

※電力の二酸化炭素排出係数は0.475㎏-CO2/㎾ｈを使用しています。
（東京電力エナジパートナー㈱・H28年度調整後排出係数）

節水

項　目

二酸化炭素総排出量

廃棄物排出量
一般廃棄物量排出量
　産業廃棄物排出量

上記二酸化炭素排出量合計

総排水量

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

一般廃棄物の削減

産業廃棄物（古紙,廃
油　等）削減

製品への環境配慮

節水

グリーン購入

電力の二酸化炭素排
出量削減

基準値
（2019年）

2022年

自動車燃料の二酸化
炭素排出量削減

2022年
（目標比）
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□環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容
◎よくできた　○ままできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況 次年度

数値目標

△ 継続実施

△
同上

◎

同上

〇 同上

数値目標
〇 継続実施

〇 同上

△ 同上

数値目標
〇 継続実施

△ 同上

△ 同上

数値目標
〇 継続実施

〇 同上

〇 同上

数値目標
〇 継続実施

〇 継続実施

〇 同上

△ 同上

〇 継続実施

〇 同上
〇 同上
〇 同上

〇 継続実施
〇 同上

・洗浄工程の改善

・製品を設計する際に原材料のロスを最
小限に抑えるように努める。

グリーン購入

値上げに伴い製品設計のロスを見直し
た。次年度も引き続きロスを最小限に抑
えるよう心掛けます。・客先で古紙のリサイクル推進

・段ボールリサイクルマーク表示推進

・商品のバラ売りから纏め売りへの推進

社会貢献
・会社周辺の清掃活動 毎朝全員で社内外の清掃活動をしてい

る。次年度も引き続き継続していく。

・再生材料から作られた製品を優先的に
購入，使用する。

・1ﾛｯﾄ当たりの予備ｼｰﾄ枚数を見直す。

・コピー用紙，トイレットペーパー他，
紙について再生紙，または未利用繊維へ
の転換を図る。

・燃費の良い自動車の採用

製品への環境配慮

節水

トイレットペーパーなど継続的に再生紙
を利用している。次年度も引き続き再生
材料を利用した製品を優先的に選択して
いく。

□上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

・社内ＬＡＮ等の利用による文書の電子
化に取り組む。
・打ち合わせや会議資料等はホワイト
ボードやプロジェクターの利用により，
ペーパーレス化に取り組む。

10月に漏水があった。
それ以外は特に問題無く、次年度も活動
を継続する。

産業廃棄物（古紙・廃油）削減
□上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

・設計段階で落としの良い取り都合を心
掛ける。

操業が忙しく廃棄物が増加。
次年度も予備シートの見直しの徹底と見
積もりへの上積みの徹底を行う。・品質劣化等による不良在庫を減らすた

め，在庫の適正化等在庫管理を徹底す
る。

評　価（結果と次年度の取組内容）
電力による二酸化炭素排出量の削減

□上方修正　　□下方修正　　■基準見直し
・照明器具については定期的に清掃，交換する。 コピー、プリンター複合機を入れ替え

た。プリントコストが1/4に下がった。
酷暑のためクーラーの使用が増えた。
次年度も活動を継続する。

・冷暖房終了時間前に熱源機を停止し，
装置内の熱を有効利用する。

・コピー機，パソコン，プリンター等の
ＯＡ機器については，ｴﾈﾙｷﾞｰ効率の高い
機器を導入する。

・空調を必要な区域・時間に限定する。

取り組み計画

□上方修正　　□下方修正　　■基準見直し
・タイヤの空気圧を定期的に確認し，適
正値を保つ。

細かい資材の配達が増え配送頻度が高
かった。次年度も配送ﾙｰﾄと頻度をなるべ
く少なくするよう心掛ける。・排気ガス・騒音レベルを抑えるため適

正な車両整備を行う。

・バッテリーフォークリフト導入の検討
をする。

一般廃棄物の削減
□上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

・会議用資料や事務手続書類の簡素化に
取り組む。

値上げで見積もりが増え紙の使用量が増
えた。次年度も両面ｺﾋﾟｰで可能なものは
両面コピーを活用し裏紙で対応可能なも
のは裏紙対応し紙の使用量を減らすよう
心掛ける。

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減

・町会清掃参加
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□法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありませんでした。

□代表者による全体の評価と見直し

□環境活動の紹介

2023年7月　第2工場の天井に遮熱シートを施工。

頭上からの熱波は無くなりました。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

本年度は、生産量が約2％弱増えたことと、営業の増員もあったので、自動車燃料、一般
廃棄物、産業廃棄物、水道（漏水もあったので）が未達でした。
電力に関しては達成できました。第一工場、第二工場をオールＬＥＤ蛍光灯に変えたこと
と、節電に努めた結果によるかと思います。電気料金がさらに値上がりするのでできる範
囲で節電に努めます。
2023年度は、年間休日を大幅に増やしたので、稼働時間や電気使用量や自動車燃料がどの
程度変化するかを見ていきたいと思います。
安全で安心な品質サービスを提供すべく、効率良く、コストを少しでも減らし、密度の濃
い作業・仕事ができる企業になり、厳しい現状を生き残るべく社員全員で日々努力しま
しょう。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（金属ｸｽﾞ、廃ﾌﾟﾗ、廃ｶﾞﾗｽ、廃油、汚泥
騒音・振動規制法(市条例）
自動車リサイクル法

空圧機、送風機
営業用乗用車、トラック
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